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通巻 187 号                                                      平成 23 年 2 月  日 

 

神奈川県およびその周辺地域の地震活動 

（2011 年 1 月） 

                                                           神奈川県温泉地学研究所 

 

 

１．神奈川県およびその周辺地域における 2011 年 1 月の地震活動概況 

○  当所の地震観測網によって、1月 1日から 1月 31 日までの間に震源決定できた地震数は 88 回で

あった。箱根火山では、芦ノ湖の北端、湖尻付近で 1月 10 日に極微小な群発地震活動が観測され

た(詳細は後述)。この期間中、神奈川県およびその周辺地域での最大地震は、2日 09 時 42 分山梨

県東部・富士五湖(丹沢山地)で発生したマグニチュード(Ｍ)3.9 であった 。この地震により松田

町、山北町、秦野市、相模原市では震度 2が観測されたほか、県西部および県央、県北部地域の各

市町で震度 1の揺れが観測された(表 1、図 1、2)。  

当所の地下水位や傾斜などによる地殻変動観測では、本期間中に発生した地震に関連する前駆的

な変化は認められていない。 

 

○ 震源決定した最大地震  

1月 2日09時42分 深さ13.4 km M3.9 (丹沢)  

 

○ 箱根火山の群発地震：1回、 ①1月10日14時37分～10日16時10分 地震数23 

 

２．神奈川県内で有感となった 2011 年 1 月の地震 （気象庁資料より） 

 
 

３．資 料 

表１ 震源決定地震数(2011年)    図１ 神奈川県とその周辺地域の地震活動（1月分） 

図2 表１に対応する地域区分   図3～4 １月10日の震源分布および時間別頻度 

図5～8 地殻変動観測結果（1月分） 
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図１  神奈川県とその周辺地域の地震活動（1月分） 

（震源決定は、当所データの他に東京大学地震研究所、防災科学技術研究所の地震波形データを利用

しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 表１に対応する地域区 
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図３ 震源分布図（1月 10 日） 

４．箱根火山の地震活動 

本期間中、箱根火山では当所の定義（注１）による群発地震が 1回観測された。今回の活動期間は

2時間弱の極微小な活動であったが、箱根火山の群発地震は 2010 年 2 月に駒ケ岳付近で観測されて

以来であった。以下に活動の概要を示す。 

 

① 活動期間  ： 1 月 10 日 14 時 37 分～10 日 16 時 10 分 地震数 23  

最大地震  ： 10 日 14 時 56 分 Ｍ0.8 

有感地震数： 0 回 

  

震源域は、芦ノ湖の北端、湖尻付近で、震源

の深さは 3km～6km 程度であった。これらの群

発期間中の最大地震は 10 日 14 時 56 分に発生

したＭ0.8 であった。この地震活動に伴う有感

地震は観測されていない。 

この付近では、2009 年 8 月にやや活発な群

発地震が観測されているが、今回の活動域はそ

の活動域よりやや南側であった。 

図３に震源分布、図４に 1 時間ごとの地震

発生数を示す。 

 

注１）当所では、箱根火山における群発地震を

「地震回数は１時間に 10 回以上、活動期間は

前後３時間以上地震なしで区切る」と定義して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4の地震数は、当所の連続記録によって目視で検出された全ての地震数を示しています。震源決定

される地震は、この検出された地震をもとに行なわれます。地震規模の小さい地震は、波形記録の得ら

れる観測点数が少なくなり震源が決められないため、震源決定される地震数は検出地震数より少なくな

ります。今回の活動では、23 回の地震のうち 12 回の地震について震源決定されました（図 3参照）。 

 

 

 

 

図４ 1 時間ごとの地震発生数（1月 10 日） 
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図6 光波測量観測結果（2011年01月） 

上：小田原観測網、下：箱根観測網 
1/19 南足柄の反射器増設（８素子→９素子） 
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図７ 地下水位観測結果(2011年1月) 
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図８ GPS 測量観測結果（2011 年 1 月） 

真鶴観測点を中心とした、各観測点の基線長変化。●は精密解、○は超速報解を示す。 
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